
 
先日、私立高校の一般入試が行われました。皆さんは、精一杯取り組んだことと思います。今回の

受験を経験して感じた様々なことを振り返り、今後に生かしてほしいと思います。 

さて、進路決定は人によって時間差があります。すでに進路先が決まった人もいますが、今後も入

試があり、まだまだ頑張らなければならない人がたくさんいます。自分の選んだ道の実現に向けて、

最後まで全力を尽くしましょう。卒業まであと一ケ月程、残された日々をどう過ごすのかよく考え、

充実させてください。全員が笑顔で卒業式を迎えられるよう願っています。                                   

 

                
 

                       
「有終の美を飾る」とは、最後まで立派にやり通し、成果を上げることを言います。 

 

1、もうすぐ巣立つ学び舎に、感謝を込めて日々清掃活動に取り組もう。 

隅々まできれいにしましょう。掃除は心を磨く時間です。  

２、全員が最後まで目標達成のため頑張る雰囲気を出そう。 

みんなで頑張る姿勢が大事です。 

３、残りの日々、健康で元気に過ごせるように、体調管理に気をつけよう。 

これからが 3年間で一番大切な日々です。受験勉強の疲れや、緊張感などからくる疲労

などで、抵抗力が弱まってきます。調子が悪いときは無理をせずに休養をとり、本番、

最良の状態で臨めるようにしましょう。 

４、お互いに思いやりをもって行動し、仲間の大切さを実感しよう。 

何より人を思いやることが大事、共同生活の基本です。いい思い出を胸に卒業できるよ

うに、言動に気をつけましょう。 

                              

 

 

 

 私立入試の合格発表が2月7日（水）～９日（金）に行われます。その結果を受けて、三者懇談を2

月８日（木）、９日（金）に行います。先日、希望の生徒には日程表をお渡ししました。日時を確認し、

ご来校ください。また、懇談を希望していたが必要なくなった、懇談を希望していなかったが懇談が必要

になったという場合は、早めに担任にご相談ください。 

 2 月９日の５・６限目に公立高校の願書指導を行います。生徒が記入したものを持ち帰りますので、

家庭で清書し、保護者氏名を保護者の方に自署していただきます。その上で、願書を２月１３日（火）に

学校へ提出してください。 
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〈卒業記念品について〉 

本年度の卒業記念品は「スタッキングチェアー」２８脚と 

専用台車 1台となります。様々な式典や、行事などで大切に 

使わせていただきます。 

誠にありがとうございました。    

〈内灘町奨学生募集について〉 

先月、「令和６年内灘町『奨学生』募集のご案内」を配付いたしました。案内プリントをよく

お読みいただき、ご希望の方は学級担任まで申し出てください。申請書類をお渡しします。 

申請書類は、町ホームページからダウンロードすることもできます。 

申請書に必要事項を記入し、必要書類と一緒に学級担任に提出してください。中学校で取りま

とめて内灘町教育委員会に提出します。 

そのため、中学校への提出締め切りを2月１６日（金）とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。  

お知らせ 

 

 

 

 

〈ヨコとタテの想像力〉 

 ヨコの想像力とは・・・友だち、クラスメイトなど、周りの人の気持ちを想像する力 

相手や周りの人に対して、どう言葉をかけたらいいのか、どう接したらいいのかを

考えて行動することが大切です。 

 タテの想像力とは・・・将来のことを想像する力 

       １年後、３年後、・・・10年後、・・・など自分の将来を想像し、今どうあるべ

きか、どうすべきかを考えて行動することが大切です。 

今まさに卒業を控えた３年生のみなさんは、人生の岐路に立っています。タテの想像力をしっか

り働かせて、4月からの自分を想像し、そのために今自分はどうあるべきか、どうすべきかを考え、

行動してほしいと思います。そして、4月から進路が異なる級友や周りの人を大切にし、ヨコの想

像力を働かせて、残りの日々を思い出に残る素敵な日々にできるよう思いやりのある行動をしてほ

しいと思います。 

全校集会での校長先生のお話から 

 

 


